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自動運転車両を動作させるうえで、環境認識センサは極めて重要です。そして、これ
らのセンサによって生成されるデータはこれまでにも増して膨大になっています。
dSPACEでは、LiDAR、レーダー、カメラセンサからのデータだけでなく、車載バスや
ネットワークから得られる生のセンサデータも読み取って処理し記録することが可能
な、クラス最高の帯域幅を備えたシステムの AUTERA製品ファミリを発表しました。

のセンサは多数のデータストリームを作り
出し、そしてそれを環境の全体像として融
合しなくてはなりません。またこうした運
転環境の全体像はその後、軌道計画など
他のアルゴリズムでも利用できるようにす
る必要があります。一方、物体認識やセン

自動運転車両で特徴的なのは、周
辺状況を認識するための膨大な
数の高分解能センサです。これら

自動運転のデータドリブン開発に対応した
新しい高性能な製品ファミリ

AUTERA 

サの融合では、人工知能（AI）の支援が
よく利用されます。さらに、複雑な AIベー
スのシステムを開発、トレーニング、およ
びテストするには、実車によるテストドラ
イブで集めた大量（ペタバイト）かつ高品
質なデータが必要です。そのため、このよ
うなデータドリブン開発プロセスにおいて
は、関連するすべてのデータを記録してお
くことが、最も重要な役割を果たすことに

なります。増加の一途をたどる帯域幅へ
の要件を満たすことも、格別のチャレンジ
になるでしょう。つまり記録システムは拡
張性に優れているだけでなく、センサイン
ターフェース、バス、ネットワークなどの
幅広い車両設定に適合するよう柔軟に調
整できることが求められているということ
です。
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データ・ロギング、プロセッシング、 
およびリプレイのための新たなシステム
dSPACEでは、これらの要件を満たすた
め、極めて強力な新しい製品ファミリであ
るAUTERAを発表しました。AUTERA
は、車載でのデータの記録とプロトタイピ
ングだけでなく、その後のラボでのデータ
再生にも対応しています。AUTERAとい
う名前は AUTonomous ERAを表して
おり、自動運転（AD）および先進運転支
援システム（ADAS）の開発専用に設計
された製品という意味を持ちます。新た
な AUTERA製品ファミリで最初に発表

されたシステムは、堅牢な車載システムで
あるAUTERA AutoBoxです。AUTERA 
AutoBoxは、テストドライブ時にさまざま
なセンサや車載バス、ネットワークから膨
大なデータを記録および処理するのに最
適なシステムです。また、CAN FDに加え、
Ethernet（1000BASE-T、10GBASE-T）
や車載 Ethernet（100/1000BASE-T1）、
カメラセンサ向けのGMSL II、FPD Link 
III、CSI IIなど、さまざまな生データイン
ターフェースをサポートしています。これら
のインターフェースはすべて同期化されて
おり、正確なタイムスタンプをデータの入

力地点で直接記録するので、その後もそ
のデータを正しいタイミングで再生できる
ようになっています。AUTERA AutoBox
は、その計算処理のパワーだけでなく、帯
域幅も決定的な要素です。これが一度に
記録できる高分解能なセンサの数を決定
付けます。さらに、容易に交換およびホッ
トスワップ可能なAUTERAソリッドステー
トディスク（SSD）を小型の筺体に内蔵し
ており、最大 50 Gbit/sでの連続ストリー
ミングが可能です。このような極めて広い
帯域幅でも不十分な場合は、AUTERA 
AutoBoxをもう1台追加することにより

AUTERA：Linuxサーバ機能を車両に搭載

 >>
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簡単にシステムを拡張することができま
す。保存したデータは、ニューラルネット
ワークのトレーニング、シナリオ生成、認
証などの際に再生できます。

すぐに使用可能なソリューション 
AUTERA AutoBoxは Linuxオペレー
ティングシステムを搭載しており、必要な
ドライバーはすべて事前にインストールさ
れているため、すぐに操作を開始できま
す。また、AUTERA上のマルチセンサ開
発環境である RTMapsを使用すれば、接
続されたセンサからのデータストリームを
シンプルなグラフ形式やビジュアル表示に
して、複雑な連携を扱いやすくしてくれま
す。さらに、直感的なデータフュージョン

機能や記録機能も搭載されています。しか
し RTMapsは AUTERA AutoBoxのた
くさんのオプションの 1つに過ぎません。
たとえば、Linuxオペレーティングシステ
ムは、Robot Operating System（ROS）
フレームワークなどの他のソフトウェアソ
リューションとも互換性があり、その上、
将来オープンAPIが提供されれば、ユー
ザはシステムの全ての関連インターフェー
スやサービスを自身のソフトウェア環境で
利用できるようになります。

柔軟に拡張可能なAUTERA
AUTERAの強みの 1つが、多数の拡張オ
プションです。AUTERAのアーキテクチャ
は、幅広いタスクに対応するべくシステム

を設定することが可能です。すなわち、高
性能メモリでのデータ記録からグラフィッ
クプロセッサ（GPU）などの専用のハード
ウェアアクセラレータを用いたAIアルゴ
リズムのプロトタイピング、さらには記録
データの再生まで対応可能となります。

AUTERAの拡張オプションには以下が 
含まれます。

高性能ハードウェアアクセラレータ 
グラフィックプロセッサユニット（GPU）ま
たはフィールドプログラマブルゲートアレイ
（FPGA）ベースの高速コンピューティン
グプラットフォームを用いてAUTERAを
拡張すると、記録中のセンサデータを編集

セットアップの例：AUTERAは、汎用的な接続オプションに加え、高い計算処理能力やほぼ無尽蔵のメモリ容量を備えています。 

製品プロファイル：AUTERA
製品クラス：マルチセンサアプリケーション対応のデータロガー、リプレイ、およびプロトタイピングシステム 

主な機能
 n 車載に適した堅牢なシャシに Linuxサーバ性能を備えた、強力かつ拡張性の高いシステム
 n 環境センサおよび車載バスの同期処理とデータ記録 
 n データのプリプロセッシングおよびデータフュージョンに対応したハードウェアアクセラレータにより、柔軟な拡張が可能
 n ホットスワップ可能なAUTERA SSDにより、テストドライブ記録中のメモリ交換が容易 
 n 環境認識センサの生データ用インターフェース（GMSL II、FPD-Link III、CSI IIなど）をサポート
 n RTMaps（ブロックベースのアルゴリズム実装に対応した直感的かつグラフィカルなソフトウェア環境）に対応し、ユーザ固有のソフト
ウェア環境でオープンAPIを使用するためのオプションを備えたオープンなシステム

>25 GBit/s>25 GBit/s

組込み

無線

カメラ

LiDAR

レーダーおよび超音波

LVDS, CSI, GMSL,
FPD Link

Ethernet

CAN FD, Ethernet

Wi-Fi, 4G (5G*), 
Bluetooth, GNSS

時間同期的な記録と
正確なタイムスタンプ

ECU通信

音声およびトリガ

CAN FD、FlexRay*、
（車載）Ethernet 

デジタル／アナログ I/O 
USB、オーディオ I/O

アップロードステーション
オンプレミスサーバやネット
ワークドライブに記録を転送

組込み
HW RAID

RAID

組込み
HW RAID

RAID
>25 GBit/s

* 近日公開予定

>25 GBit/s
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できるようになります。つまりこれは、デー
タのプリプロセッシングやラベリングをロ
ギングテストの実行中に行うことが可能と
いうことです。そのため、このシステムは
認知・融合アルゴリズムおよびニューラル
ネットワークの開発や最適化、妥当性確
認にも活用することができます。

容易なメモリ拡張 
AUTERAには、システムの動作中でも簡
単にホットスワップ可能な専用の高性能
AUTERA SSDが搭載されており、デー
タはここに格納されます。各 AUTERA 
AutoBoxでは最大 2つのAUTERA SSD
を並行して動作させられるので、帯域幅
と保存領域を 2倍にすることが可能です。
それに加えて、複数のAUTERAシステム
は同調して作動できるように、必要に応じ
てメモリサイズや帯域幅を拡張することも
できます。

最速でサーバにアップロード 
dSPACEでは、専用の AUTERAアップ
ロードステーションを提供する予定です。
これにより、記録されたデータを可能な限
りすばやく既存のサーバインフラやクラウ
ドにロードすることができます。また、最
大 2つのAUTERA SSDを同時に読み込
み、100 Gigabit Ethernetなどを介して
直接データセンターにデータをストリーミ
ング配信したり、AUTERA AutoBoxに
LTE経由で直接アクセスして、テストドライ
ブの記録中に直ちにデータを受信したり
することも可能です。将来的には、5Gで
のアクセスも可能になります。

AUTERAは、システムの動作中でも容易に交換できるメモリソリューション（SSD）を備えています。 

データロギング
 nリファレンスデータの収集 
 n 車両とECUのテスト

プロトタイピング
 n センサフュージョン 
 n 認知

データ・リプレイ
 n AIアルゴリズムの妥当性確認

AUTERAの使用事例

簡単なフリート管理 
集中型のアクセスを使用せずにデータを
記録するために、大規模車両フリートの設
定を管理しアップデートすることは煩雑で
あり時間を消費してしまいがちです。そこ
で dSPACEは将来的に、車載 AUTERA 
AutoBoxシステムを管理するためのウェ
ブベースのソリューションを提供する予定
です。このソリューションを使用すると、中
央のワークステーションから現在のシステ
ムの状態をモニタリングして故障を検出
し、AUTERA AutoBoxの現在位置を特
定できるようになります。また長期的には、
システムの設定を一元的にアップデート
し、フリート全体に展開できるようにする
予定です。  

センサデータのプリプロセッシングを行う場合
は、AUTERA に NVIDIA Quadro RTX 6000 な
どの強力なグラフィックカードを搭載すること
ができます。

 n ロギング帯域幅：最大 50 Gbit/s
 n 記憶容量：最大 32 TB
 n プロセッサ：12コア Intel® Xeon® CPU
 n RAM：32 GB（ご要望に応じて最大 512 GB）

テクニカルデータ

詳細情報： 
www.dspace.jp/go/dMag_20193_AUTERA

dSPACE Magazine 1/2020 · © dSPACE GmbH, Paderborn, Germany · info@dspace.co.jp · www.dspace.jp




